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 ヨザルに反復単位が 185 bp と 344 bp の２種類のアルファサテライトＤＮＡがあることを見出し、OwlAlp1 お
よび OwlAlp2 と名付けた。ヨザルは新世界ザルとよばれるグループに属する。このグループでは、アルファサテ
ライトＤＮＡは 340 bp 前後の単位が反復する構造となっている。OwlAlp2 はこれに該当し、OwlAlp1 はヨザルの










領域の STR 多型の特徴を分析し、国内学会で成果発表を行った。。 
D) マカカ属サルの系統関係 
川本芳, 川本咲江, 樋口翔子, 濱田穣(進化形態分野), 田中洋之, MA Haffman(社会進化分野), 大井徹(森林総合研究
所), 千々岩哲((株)ラーゴ), P Wangda(ブータン森林省), T. Norbu (ブータン森林省), K. Rabgay(ブータン森林省), R. 
Dorji( ブータン森林省 ), CAD Sherabla( ブータン森林省 ), CAD Nahallage (Sri Jayawardenepura 大学 ), M 




野生個体群の集団遺伝学的調査を開始した。スリランカでは Sri Jayawardenepura 大学の遺伝子実験施設の開設に協
力し、現地での遺伝子分析の道が開けた。キタブタオザルの系統地理学的研究に関する成果を，8 月タイ王国で開
催された国際シンポジウムにて発表した。9 月にインドネシア・スマトラ島でミナミブタオザルの捕獲調査を行っ
た。また、2013 年 3 月にタイ王国チョンブリ県にてキタブタオザルの観察および試料採集と、チュラロンコーン
大学にて分子遺伝学的実験を行った。 
E) ボノボの保全遺伝学的研究 











川本芳, 市野進一郎, 田中洋之, 相馬貴代(京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科), 小山直樹(京都大学大
学院アジア・アフリカ地域研究研究科), 佐藤宏樹(京都大学アジア・アフリカ地域研究研究科), 高畑由起夫(関西学
院大学), 茶谷薫(名古屋芸術大学), 宗近功((財)進化生物学研究所), 佐藤百恵(財)日本モンキーセンター), C. 
Fichtel(German Primate Cente), PM. Kappeler(German Primate Cente) 
 ワオキツネザルのデモグラフィ資料を収集するとともに、それを用いた分析をすすめた。マダガスカル南部ベレ
ンティ保護区に設定した 14.2ha の主調査地域では、1989 年から個体識別に基づく継続調査がおこなわれている。











体群について、マイクロサテライト 14 遺伝子座の遺伝子型判定を継続した。 
H) 家畜化現象と家畜系統史の研究 
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